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麦 。たばこ作複合経営実用化技術組立実証試験 にお け る経 営経済 的評価
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1 は  じ め に

麦 とたばこの輸作体系による地方維持増強 .作物生育の

健全化 を図 りつつ省力化を進めて,た ばこ作の生産性向上

を促 し,遊体的耕地活用による麦作の振興を図るため当場

では総合助成による標記試験を昭和50～ 54年 の5カ年実施

した。具体的には ,麦 ,た ばこ両作物の部分的省力技術を

総合的に組立て ,両作物の有機的結合による複合経営展開

を通 じて,そ の実用性を実証し,さ らにたばこ基幹経営で

は労働 ピークと農閑期の差が著 しく,た ばこ乾燥ハウスを

有することか ら,そ の遊休期間活用 を行い,自家労働力の

燃焼度を高め,複合経営の所得向上,安定化を図ろうとし

た。

2試 験 方 法

1戸の経営面積3h8,労働力3人 (男 2人 ,女 1人 )と し,

機械装備は大・中型 トラクター各 1台 , トレーラー2台 ,

作業機 1セ ットとし,6戸共有とした。作日は麦・たばこ,

落花生各部門とたばこ乾燥ハウス利用の野菜部F号 とし,綸

作体系は〔たばこl h8)～ 〔(小麦～青刈ひえ)lha〕～〔(春

播大麦～青刈ひえ)05L十落花生0 5hB〕 延4 5haを 栽培

実証し,経営収支を明らかにした。

3 試験結果 とその評価

(1)省力作業体系の実証

麦類の省力作業体系の特徴は全面全層播栽培 ,コ ンバイ

ン収穫 .火力乾燥 ,ヘ イメーカー,ヘ イベーラー利り1]の残

得処理等である。 10a当 り投下労働時間は,特 に小麦で 4

カ年ともほぼ 8時間で安定 してい ると考えられ ,傾斜圃場

(4°～ 12° )と い う条件を考慮すれば大いに評価できる。

大麦は小麦 より碍が弱いため倒伏 しやす く,労働時間をや

や多く要 しているが,こ のことから麦類の省力栽培は,機
たば こ,落花生の収量 ,所得等の 4カ 年の推移

(103当 り)
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械類の導入 と同時に,倒伏 させない麦作 りがポイン トとな

り,適正施肥 (特 に追肥)に よる生育コントロールが重要

であるといえよう。

たばこの作業体系は施肥・耕起の機械化,移植機による

折衷植方式の採用 ,選別でのベル トコンペア利用等によ り

大幅に省力化 し,108当 り投下労働時間 210～220時 間を実

現 した。
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図 1 麦類の収量 ,所得等の 4カ 年の推移
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慣行技術での 3ha規模の麦,たばこ作経営では ,当 初両

作物の収穫期 (7月 )に労働力競合が必至であったが ,こ の

ような予想を上回る省力作業体系の確立により雇用労働の

必要もな く,旬別投下労働時間が農繁期自家労働時間 (旬

間258時 間 :男 2人 ,女 1人の構成で通常1日 男8時間,女
6時間働 くこととし,農繁期には 1人 1日 3時間の超動で

1カ 月 25日 間働 く)を上回らず,労働力の過度の競合は解

消 され,麦・たばこの結合が容易になったと考えられた。

12)遊休耕地・荒地の活用―麦類導入による実証

供試圏場は遊休耕地 (一部山林,原野)を開畑 した火山

灰性風積土の傾斜地で,原上の化学性 としては PH(H20)
61,り ん酸吸収係数 1680,置 換性塩基は概 して含量が高

かったが,有効 りん酸 (ト ルオーグ)は欠乏状態であった。

石灰 ,り ん酸資材による土壌改造後,麦 ,た ばこを作付け

たが,地カムラが著しく,両作物 ともl作 目は低収に終っ

た。 2作 目,特に麦類は適正施肥により地カムラが解消さ

れ,10o当 り収量が大麦 465″ ,小麦 468た,と 多収となった。

すなわら 開畑 2年 目で麦作が一定収量を期待できること,

著 しく省力が可能なことが確認 され,麦導入による遊休耕

地の活用法が実証されたと考えられた。

また他作物についても試験開始 4年 目ではあるが ,一般

的な栽培管理で標準的な収量が得られる程度に熱畑化が進

みつつあるものとも考えられた。

(0 遊休労働力利用,たばこ乾燥ハウスの遊休期間活用の

実証

本試験では当初 ,麦 とたばこだけの作付のため,5月 上

旬～6月 中旬,12月 ～ 2月 は農閑期とな り,い わゆる遊休

労働力が生じた。その利用 として商品性のある普通畑作物

の導入を検討 し,当時県北地方に増反されつつあった落花

生 508を 52年 から導入し,大麦508を 減反 した。

また,た ばこの育苗,乾燥期間以外 ,大型ハウスが遊休

化 していることから,その時期に比較的省力的野菜類とし

て夏期 〈5月 ～7月 )に スイカ,冬 期 (10月 ～3月 )に ホウ
レンソウをそれぞれ 52年 ,53年から導入した。

その結果,5.6月 の遊休労働力は落花生のマルチ被覆,

播種,ス イカの定植 ,人工授粉等で消化,ま た根本的解決
にはならなかったが,12月 ～2月 の遊休労働力はホウレン

ツウの管理,収穫に振 り向けた。このように,遊休労働力

利用 ,乾燥ハウスの遊休期FEl活用が実証され (周 辺農家で

たばこ施設に軟弱野菜導入の動きがみられる), 同時にこ

れらの作物は農業所得向上,経営安定化 (後述 )に貢献 し

た。

14)経営収支の推移 膿 業経営安定化の過程 )

図4の ように初年目(51年 )の総粗収入,総所得はそれ

ぞれ3.000.000円 .1,000,000円 を割 り,最悪のスタートで

あつたが,そ の後順調に生産力が増大していることがうか
がわれる(54年はたばこの雹害による大減収 )。 53年 ,54年
の作日構成ではほぼ4,000,OIXl円 の所得が期待できよう。

当初の麦・ たばこのみという作目構成では,所得,労働

時間等の点で,た ばこ単一経営的な面をもっており,複合

経営の長所である輪作による地力維持 ,土地・施設・機械

図3 作付の違いによる投下労働パターンの変化
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図 4 作物別粗収入 ,所得の 4カ 年の推移

の高度利用がなされてぃる反面,本来複合経営がもつべ き

危険分散機能という点では弱点をもっていた。

遊休労働力利用,た ばこ乾燥ハウスの遊休期間利用で導
入 した落花生 ,ス イカ,ホ ウレンソウは一方で所得向上,

農業経営の安定 した展開を実現 し,危険分散機能の付与と

も結びついた。

4お わ り に

本試験で取 り上げた作物部F:r851と は土IIb.労 働・機械・

施設での補合関係があるが ,更に本試験では周辺の畜産農
家 と補完結合関係を結び,麦 カラ.青刈ひえを供給する一

方で,畜産農家からは厩肥等の供給を受け,ヘ イメーカー,

ヘイベーラーの借用 も行った。このことは,麦作農家とた

ばこ農家,耕種農家と畜産農家の経営分担,大 きくは地域
復合の将来的展望を示す一例と考えられた。
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